
令和６年能登半島地震

全老健災害相互支援プロジェクト

DＭSP活動報告
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公益社団法人全国老人保健施設協会

令和6年3月8日現在



能登半島地震災害対策本部の設置

令和6年1⽉1⽇16時10分頃、⽯川県能登地⽅にて最⼤震度7の地震発⽣を受け、
⽼健施設等の被害状況の把握、各種⽀援に対応するため、全国⽼⼈保健施設協
会災害対策本部を設置。
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石川県会員施設被害状況確認

令和6年1⽉2⽇⽯川県、富⼭県、新潟県、福井県の会員施設に被害状況等を確認。
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1/2の時点で断水の情報があった施設

⑤ E施設（志賀町）
⑥ F施設（七尾市）
⑦ G施設（七尾市）
⑧ H施設（中能登町）
⑨ I 施設（羽咋市）
⑩ J施設（津幡町）
⑪ K施設（内灘町）
⑫ L施設（七尾市）未加入施設

能登半島地域の老健施設所在地
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⑫

※現在は全ての施設に連絡がとれ支援中

1/3の時点で連絡がとれなかった施設

① A施設（珠洲市）
② B施設（輪島市）
③ C施設（穴水町）
④ D施設（七尾市）



会員施設被害状況について

○石川県（36施設）
・入所者の人的被害：転倒等による怪我程度で、地震による直接的な被害は無し
・職員の人的被害：無し（職員の住宅の被害あり）
・建物、設備の被害：約20施設

建物傾き、壁のひび割れ、窓ガラス割れ、天井落ち
水道管、暖房機器、ボイラー、スプリンクラー、防火扉等破損
地盤沈下、駐車場ひび割れ

・ライフライン（電気、ガス、水道）の不通：約12施設
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会員施設被害状況について

○新潟県（86施設）
・入所者の人的被害：無し
・職員の人的被害：無し
・建物、設備の被害：12施設
・ライフライン（電気、ガス、水道）の不通：無し
・液状化の被害：無し

○福井県（32施設）
・福井県支部から、大きな被害等報告はないとの情報

○富山県（42施設）
・入所者の人的被害：無し
・職員の人的被害：無し
・建物、設備の被害：8施設

壁のひび割れ、水道管破損、暖房機器破損、厨房設備破損
エレベーター故障、ボイラー故障

・ライフライン（電気、ガス、水道）の不通：約3施設
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２次拠点
有縁の荘

１次拠点
金沢春日ケアセンター

支援物資拠点の設置、支援物資搬送

令和6年1月5日時点

１月４日、東京の全老健事務局から支援物資の運搬と情報収集に出発。支援物資の１次拠点を石川県
支部事務局の「金沢春日ケアセンター」に設置。２次拠点として志賀町の四蔵支部長施設「有縁の荘」に
設置、支援物資の搬送を開始。
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全老健災害相互支援プロジェクト（会員相互支援）
Disaster Mutual Support Project for ROKEN

プロジェクト（Ａ：要介護⾼齢者の受⼊ Ｂ：介護職員等の派遣 Ｃ：⽀援物資）

A：受入に係る搬送は、被災施設と受入施設、および拠点支部、行政の間で

個別調整とする。

Ｂ：派遣に係る交通費・宿泊代は、災害復旧費より支弁される。

派遣に係る人件費については、原則、ボランティア活動と位置付け、派遣元

負担とする。

Ｃ：支援物資の搬送については、発送元施設の負担とする。

公益社団法人 全国老人保健施設協会

受入・派遣・物資のマッチング・調整

被災地災害対策本部
被災地の被害状況把握
プロジェクトＡ･Ｂ･Ｃのニーズ把握
支援物資の現地集約拠点

（被災当該⽀部⼜は近隣⽀部に設置）
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全老健災害相互支援プロジェクト DMSP A B C について

○プロジェクトA:要介護高齢者の受入
令和6年1月10日付 厚生労働省事務連絡を受けて、令和6年1月11日 全老健第5-223号 「令和6年能登
半島地震における要援護者受入れ調査について」東海・北陸、近畿ブロック及び甲信越の会員施設あて
発出。
298施設から約948名の受入れの申込みがあり。（現在のところ、現地から依頼なし）

○プロジェクトB:介護職員等の派遣
令和6年1月11日付 厚生労働省事務連絡を受けて、令和6年1月11日付 全老健第5-222号号 「令和6年
能登半島地震におけるボランティア職員の応援派遣について」全国の会員施設あて発出。
1月31日現在、厚生労働省、全社協と連携して、1.5次避難所（いしかわ総合スポーツセンター）に派遣

登録89名 派遣決定80名
1.5次避難所 1月 13名 延 72日間

2月 62名 延236日間
3月 2名 延 10日間
4月 1名 延 6日間 計 78名 延324日間

老健 あっぷる 3月 2名 延 10日間 計 2名 延 10日間

2月以降、定員を超えて入所者を受け入れている老健施設へのマッチングも始まり、金沢市にある介護
老人保健施設あっぷるに2/23～3/2日の延11日間、2名のマッチングを進めている。

○プロジェクトC:支援物資
令和6年1月4日 全老健第5-215号「令和6年能登半島地震被災地への緊急支援物資について」 石川県、
富山県を除く、東海北陸ブロック会員あてに発出。
1月31日現在、東海北陸ブロックの116施設から支援物資の登録があり、17施設37品目を支援拠点の金
沢春日ケアセンターへ納品。
現在、物資に関しては充足しており、今後については、状況をみて必要があれば、石川県支部より要請
依頼が入ることとなっている。 9



プロジェクトＡ：要介護高齢者の受入 （令和6年1月11日発出）
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プロジェクトB：介護職員等の派遣 （令和6年1月11日発出）
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プロジェクトC：支援物資 （令和6年1月4日発出）
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支援金の募集について

受付期間：令和6年1月15日（月）～2月29日（木） ⇒ 3月15日（金）まで延長
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情報発信ついて

全老健ホームページ 特設ページ 全老健 公式LINE全老健 Facebook
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